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広 報
主な内容

・2面・…吾育てを応援します

.3面・・・ふるさと講演会

. 4fffi . 5面・一青少年健全育成

の年の取り組みを紹介

FM湘商ナパ

、IJつ工ストレてねタ
ナパサへのお便り、歌のリクエストはこちらへ

・干254・0034 宝町3-1MNピル10階
・s 22-0783(土日のみ) . FAX 23-7200 

・リクエス トボックス(公民館広どにあります)
食参加無料 l入場自由 !のイベント情報を集めていま

す。情報をお持ちの方、ぜひ、ご連絡ください

星
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
「
ナ
パ
く
ん
、
パ
サ
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
も
決
ま

り、

ま
す
ま
す
元
気
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

F
M放
送
局

「F
M湘
南
ナ
パ
サ
」

は
、
そ
の
日
の
出
来
事
や
身
近
な
話
題
な
ど
、

街
の
新
鮮
な
情
報
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、

市
か
ら
直
接
、
避
難
情
報
や
緊
急
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

ま
さ
か
の
と
き
も
、
そ
う
で
な
い
と
き
も
、
役
立
つ
街
情
報
を
発
信
す

る
「
ナ
パ
サ
」。舎
回
は
、
開
局
か
ら
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
朝
岡

綾
吾
さ
ん
に
、
そ
の
魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。

オ日ンタスブエウクy
 

ビイテ、ンバ
ナ
パ
サ
の
魅
力
は
、
地
域
の

ピ
人
が
た
く
さ
ん
参
加
し
て
番
組

ル

が
で
き
て
い
る
っ
て
い
う
と
こ

オ
ろ
で
す
ね
。

A

骨
組
の
企
画
か
ら
、
制
作
、

放
送
ま
で
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

で
地
域
の
人
が
活
臨
し
て
い
る

ん
で
す
よ
。
例
え
ば
、
ベ
ル

マ

l
レ
の
サ
ポ
l
タ
ー
が
つ
く
る

サ
ボ

1
タ
ー
の
た
め
の
待
組
と

だ
か
ら
、
ナ
パ
サ
は
お
も
し
ろ
い
。

F
M湘
南
ナ
パ
サ
企
画
制
作
担
当

朝

岡

綾

子

さ

ん

か
、
地
元
で
前
脱
し
て
い
る
人

と
語
り
合
う
番
組
と
か
・
:
。
地

域
・
の
人
が
作
る
か
ら
、
こ
こ
で

し
か
聞
け
な
い
貴
重
な
話
題
が

つ
ま
っ
た
待
組
が
叩
官
な
ん
で

す
よ
ね
。

ラ
ジ
オ
の
向
こ
う
っ
て
、
自

に
映
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
、
知

り
合
い
が
出
演
し
て
い
た
り
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
わ
り
の

こ
と
が
活
組
に
な
っ
た
り
し
て

い
る
と
、
な
ん
か
ラ
ジ
オ
の
向

こ
う
が
見
え
て
く
る
よ
う
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
う
い
う

一
体
感
や
聞
い
て

い
る
人
と
の
距
離
が
近
く
な
る

よ
う
な
こ
と
を
、
伝
え
る
側
と

し
て
は
大
事
に
し
て
い
ま
す

ね
。
例
え
ば
、
天
気
予
報
を
伝

え
る
の
で
も
、

「海
の
方
に
附
れ

問
が
見
え
ま
す
」
と
か
「
今
日

は
コ

I
ト
を
治
て
い
る
人
が
多

く
て
み
ん
な
謀
そ
う
で
す
ね
」

と
か
い
っ
た
具
合
に
、

uに
凡

え
る
街
の
風
景
を
伝
え
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
る
ん
で
す
よ
。

ナ
パ
サ
は
、
そ
う
い
っ
た
き

め
細
か
い
間
報
が
「
ウ
リ
」
で
す

か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
身
近
な
感

覚
を
大
切
に
、
放
送
し
て
い
き

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
情
報
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
、
聞
い
て
い
た
だ
く

こ
と
と
合
わ
せ
て
、
み
な
さ
ん

が
も
っ
と
ナ
パ
サ
に
参
加
し
て

く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

。
2 

申山一閉 さん (八千代町)

いつも車の中で聞いて

います。大き忽メディアで

は取りよげない、すぐそば

の情報がうれしいですね。

交通情報も役立てていま

す。もう少し、音楽が多い

といい力、な。

υス
ナ
1
E闘
8
8し
危

平嫁市広報だより

石黒悦子さん (平塚三丁目)

台所に立ちながら聞く

ことが多いですね。献立

のヒントに芯る情報を聞い

て夕食を作ることもある

んですよ。質問を聞いてい

ただけるような育児情報

番組もあるといいですね。

くらしに役立つ情報や、イベント情報をお

届けしています。ぜひ、お聞きください。

月~金臨日 7:50.11:50・17:30(約5分間)

・ま だまだあります、市からの情報沓組

-平塚市防災インフォメーショ ン

月~金臨日 11・50-12・00
※平塚市広報だよりの後に放送しています

.介護保険ガイド・平塚版

毎週火曜日 9:00- 9:13 
-レッツitt'ランティア(平塚市社会福祉協綴会から)

毎週金臨白 13:02-13:15 
・ケイυンHOTシャワー(平塚競輸場から)

毎週土・日曜日 8:00-8:05 

S218855護主12法号合.100%-世帯 92，965(-22) -人口 253.803(-35) 手電話趨以回VE;fJflffJ<平成12年1月1日現在()内1<1:前月比〉



回平成12年2月15日~暮§し、\
電話23・1111・35・1111平壊市役所

4勘W5Z書誌枇がります

zz 
子
育
て
を
し
て
い
て
、
「
ち
ょ
っ
と

だ
け
預
け
た
い
」
「
友
達
が
欲
し
い

な
あ
」「
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
ん

だ
け
ど
」
と
思
っ
た
こ
と
は
、
あ
り

ま
せ
ん
か
。

市
内
の
保
育
園
で
は
、
子
育
て
を

応
援
す
る
様
身
な
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら

一

時
保
育
、
開
放
保
育
、
育
児
相
談
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ちょっと定け
預け定い

「病
院
に
行
き
た
い
」
「
友
達
の

結
婚
式
が
あ
る
ん
だ
け
ど
」
と
い
う

よ
う
な
、
通
院
や
入
院
、
冠
婚
葬
祭
、

保
護
者
の
仕
事
、
心
身
の
リ
フ
レ
ツ

一般廃楽物の処理手数料、ひらつかスカイプラザの会融当主利用料

は4月11=1から、公共下水道使用料は4月使用分から料金を引きとげま

す。主な内容は下ぷのとおりです。各表の( )内は現行料金です。

.一般廃棄物の処理手数料

引 き上げ理由・ごみの附加 に伴い、処理コス トが増加したため。 ま

た、近隣各市u町との均衡をとり、ごみの流入を防ぐため、手数料を

引きヒげます。

C〉ごみ収集手数料〈ヲlき 取り>(環境業務課程21-8796)

大型 ご み (冷蔵庫、 洗濯機、 I 2，200円 (2，000円)/同

ふとんなどの臨時ごみ) I 12円 (11円)/kg 

粗大ごみ破砕処理場 事業系一般ごみ 13円 (10円)/kg 

( ft22-4557) 家庭ごみ 6円 (4円)/kg 

環境事業センター 事業系一般ごみ 13円 (10円)/kg 

(ft55・6615) 家庭ごみ 6円 (4円)/kg 

遠藤原量終処分場 事業系一般ごみ 12円 (9円)/kg 

(環境管理課)
内線2240 家庭ごみ 6円 (4円)/kg 

月額210円 (180円)/ R， 

4円20銭 (3円90銭)/ R， 

20円 (17円)/kg 
ごみ収集は、申し込み事業者のみ

1>し尿収集手数料(環境 管迎課内線2241)

特定ごみ (事業所からでる

燃せるごみ)

1>ごみの持ち込み処理 料 金

従量料金 (一般家庭)

定額料金

保育園・
地区 電話番号

一 時
開放保育

保育所名 保 育

平 塚 宮の前 21・0227 。
相。 町 平塚四丁目 31・0880 。
明石町 明石町 21・0789

白 百合 立野町 32-0821 

あさひ 河内 32・2137 。毎週水町日

横内 横内 55-2188 。毎週火曜日

いすみ 万四 31-3421 。第2.3火、水、木曜日

金目 北金目 58・1882 。毎週月曜日

八幡 四之宮 21-0084 。毎週金臨白

私立
大町 線坂閤 58-6662 。毎週火隠白

ゅうかり 岡崎 58-7220 。 随時
) 

中 原 中原二丁目 32・86∞。毎週木随日

高 村 高 村 34-2526 。第 1・3火曜日

富士見 平塚五丁目 33・3411 。毎週月曜日

みどり 四之宮 21・0415 。毎週月昭日

もんもん 花水台 33-2325 随時

神 田 田村 55・1071 毎i鹿木曜日

金 田 入野 31・1523 毎週木昭日

5頁 賀 高浜台 21・0353 毎週木随白

市立
南 原 南原一丁目 31-5993 毎週火E福田

吉 沢 よ吉沢 58・0412 毎週木股日

イ育園呆花水台 花水台 31-7120 毎週水曜日

しうさぎ 東中原二丁目 31・2622 毎週火隠白

夕陽ケ丘 夕陽ケ丘 21-0059 毎週水際日

若 草 横内 54・0221 毎週木臨日

大 神 大神 55-6620 毎週水陪日

シ
ユ
の
た
め
な
ど
、

一
時
的
に
お
子

さ
ん
を
預
け
た
い
と
き
に
は
、

「一

時

保
育
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
実
施
園
右
表
の
と
お
り

マ
対
象

0
歳
1
小
学
校
入
学
前
の

お
子
さ
ん

マ
料
金

3
歳
児
未
満
で
1
時
間
制

円
程
度

マ
申
し
込
み
方
法

希
望
す
る
保
育

園
に
直
接
連
絡
し
て
予
約
し
て
く
だ

さ
い

保育園一覧表

.公共下水道使用料 (下水道総務課内線2132)

引 き上げ理由 :下水道事業は、使用料収入などを財源とする特別会

計で運営しています。事業が進むにつれ、維持管理費などの必要経

費が附加 し、これを補うため、 一般会計への依存度が向くなってい

ます。市では、事業の合理化、効率的な執行など経費節減に努めて

いますが、それだけでは補いきれないため、使用料を引きょげます。

2，039円 (1β68円)

消費税込み

(例)月25111の汚水を排出した場合

※251111ま4人家族の平均排出量

友遣が
欲しいなあ

気
軽
に
子
育
て
の
悩
み
が
話
せ
る

相
手
が
欲
し
い
と
患
っ
た
り
、
子
ど

も
の
遊
び
相
手
が
欲
し
い
と
思
っ
た

り
し
た
と
き
は
、
開
放
保
育
を
ご
利

ミ子空1 午前 午後 夜 間
9: 00-12 : 30 1 : 00-5 : 00 5: 30-9 : 30 

第 1会蛾室 3，500円 4，000円 4，000円
定員 :40人 (3，000円) (3，500円) (3，500円)

第 2会按室 5，500円 6，500円 6，5∞円

定 員 :150人 (4，500円) (5，∞0円) (5，∞0円)

産業情報交流ルーム 700円 800円 800円
定員:12人 (600円) (700円) (700円)

女性団体交流ルーム 1，300円 1，500円 1，500円
定員 30人 (1，100円) (1，200円) (1，200円)

.ひらつかスカイフ.ラサeの会議室利用料(ひらつかスカイプラザ宮22乙-1叩O∞O白1)
引 きよ げ理由:U 
王理竪経Z費rが主瑚切加したため、利用料を引き上げます。

用
く
だ
さ
い
。

保
有
凶
に
通
っ
て
い
な
い
親
子
に

も
過
に

一
回
程
度

(
右
表
参
町
円
)
、
保

育
凶
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
元
気
い

っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
に
固
ま
れ
な

が
ら
、
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
の

情
報
交
換
や
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し

て
も
楽
し
め
ま
す
。

公
園
に
行
く
よ
う
な
感
覚
で
、
ぜ

ひ、

一
度
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
開

放
保
育
率
六施
し
て
い
な
い
園
で
も
、

見
学
は
大
歓
迎
で
す
。

相部し定い之とか'
Bる九7乏けと

市
内
の
二
十
六
の
保
育
園

(右
表

の
す
べ
て
の
保
育
園
)
で
は
、
お
子

さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
以
外
に
子
育

て
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「離
乳
食
を
な
か
な
か
食
べ
て
く

れ
な
い
」

「毎
晩
、
夜
泣
き
が
続
い

て
困
っ
て
し
ま
う
」
「
お
む
つ
は
、
い

つ
ご
ろ
取
れ
ば
い
い
の
」
な
ど
、
お

子
さ
ん
の
発
育
や
健
康
に
つ
い
て
の

ど
ん
な
悩
み
で
も
結
構
で
す
。
お
気

軽
に
保
育
刷
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
福
祉
課

(
内
総
2
2
1
5
)

へ
。

*蹴保育の日程は、4月以降、変更|こぬζとがありますので、柵の際!持前|こと鴎ください

市議会の会識は、瓜則としてどなた

でも白白に傍勝できます。本会議の傍
聴は、専JlJの入り口が誠司王立北側 2階

にあり、鱗場へは傍聴者名簿に住所、
氏名を記入していただくだけで入場で
きます。 ただし、傍聴席は本会議場が

76席、委員会室が 9J%程度ですので、
団体の場合は事前に議会事務局までご

述絡ください。

くうし'快適メモ<連載⑨>

f現物まがい商法jに気をつけて
金やダ イヤモンドなどを業者が売りつけ

て、さらにそれを預かり、 一定期間後に利

子をつけて返す。 または一定の価格で買い

取る契約を結びながら、実際には現物は消

き波されることがなく、業者が現

物を持っているかさえ焼わしい。

「現物まがい商法Jと呼ばれる悪質商法が

あります。

十分注怠してく

蘭麗舎を傍聴bτ~器官ゐおも
~市議会3月定例会は2月21日から3月16日まで開会します~

閏lr-rャ v lU静穿j割目談I毎週金曜日干前9時~午後4時/市民相談室(市役所1階fI
誌ぷムム民層 百(閉線mJでも相談できます 111 

- f 計二lI!!I!Imlニヨ公$iiif &1  
(内線2369)輪会事務局国

駅前広場(北口)地下道の広告板の使用者を募集します。お申し込みは、

道路総務課(市役所新館2階)でお配りする申請留に必要事項を記入し、同課

へ。 2月 17日のみ研修室(市役所新館3階)で受け付け。1>使用期間 4月1日~

平 成13年3月31日 1>募集数 48か所1>使用料 年額84，000円-144，000円

2月17日(木)か525日(金)まで使用者を募集 !

駅地下道に広告を出しませんか
。問い合わせ先道路総務課 (内線2709)



回

なぜなぜ東海道五+三次卒塚宿

MNビルで
ふるさと鋳潰会

「な
ぜ
、
東
海
道
五
十
三
次
は
で

き
た
の
」「
宿
場
に
は
何
が
あ
っ
た

の
」
「
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
と
チ
ェ
ッ
ク
ア

ウ
ト
は
」
な
ど
、
東
海
道
五
十
三
次

平
塚
宿
を
テ
1
マ
に
、
当
時
の
平
塚

宿
を
時
空
を
越
え
て
再
現
し
、
な
ぜ

な
に
に
答
え
る
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。

二
O
O
一
年
は
、
東
海
道
に
宿
場

駅
制
度
が
で
き
て
四
百
年
に
あ
た
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
郷
土
の
歴
史
を

第665号 (1日・15日発行)広報ひ5っか

問
豆
品
部
@

合
!l 

園l

百)(.弓め!百(~1.ぬ月日~

ライフセーバーが人命救助で消防長表彰
人命 救助活動の功績をたたえ られ、平塚市消防

長表彰を受けたライフセーパーのみなさん。た

ゆまぬ訓練と 自己管理で、これ か らも湘南ひら

つ かビーチパ ークの安全を守っていき ます。

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時

3
刀
5
H
(川
)午
後
1
時

泊
分
1
4時

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

(M
Nピ
ル
日
階
)

マ
講
師
博
物
館
学
芸
以

マ
定
員
削
人
(先
必
順
)

お
申
し
込
み
は
、
文
化
財
団
ふ
る

さ
と
学
校
係
(宮
詑
1
2
2
3
5市
民

セ
ン
タ
ー
内
)
へ
。

一
一
一
替
の
息
限
を
追
い
か
け
て

施
設
見
学
会
の
参
加
者
募
集

-E訓同2・

ら し 2
、今ま J 観

測1回す特光
閣は 。抜パ
平 、 で ス
を春戸で
散の て 市
策息、 の 内
し l次参の
たを 加施
り感 者投
、 じ を を

業/r な夢，'J.~
港が集る

1霊5
. ~ 。;4
ま 民
つ 三
ι34 
も 型
議 事
し 集
~ 

レポータ一

高橋賢次さん

一
月
八
日
の

「出
初
式
」
で
平

塚
市
消
防
長
表
彰
を
受
け
た
湖
南

ひ
ら
つ
か
ピ
l
チ
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ

セ
l
ピ
ン
グ
部
会
の
み
な
さ
ん
を

取
材
し
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
は
、
水
難
事
故
に

際
し
、
消
防
署
水
難
救
助
隊
に
協

力
し
、
人
命
救
助
を
行
っ
た
功
績

を
た
た
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
部
会
は
、
平
成
四
年
十

一

月
、
市
民
の
た
め
に

「理
想
の
平

塚
海
岸
の
実
現
」
を
目
的
と
し
て

発
足
し
た
も
の
で
、
現
在
の
部
員

数
二
十
八
人
。
社
会
人
、
大
学
生
、

向
校
生
で
組
織
さ
れ
、
大
学
生
が

活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表
彰
さ
れ
た
感
想
を
聞
く
と

「う
れ
し
か
っ
た
と
い
う
よ
り
も

救
助
し
た
と
き
の
様
子
が
思
い
出

さ
れ
て
感
動
し
た
」
、

「今
後
も
消

防
署
と
密
接
な
連
携
を
と
っ
て
い

き
た
い
」、
「
先
輩
の
実
績
が
今
回

友
好
都
市
・
高
山
市
(
岐
阜
県
)を

訪
れ
、
高
山
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の

交
流
や
向
山
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

み
H
高
山
ま
つ
り
・--日本
三
大
柴
祭
の

一
つ
。
豪
華
な
屋
台
が
風
情
あ
る
街

並
み
を
巡
る
伝
統
の
ま
つ
り

-
日
程
4
月
比
日
(金
)i
M
H
(日
)

・
コ
l
ス

マ
M
日

午

前

7
時
平
塚
発
1
飛
騨

の
表
彰
に
結
び
つ
い
た
」
な
ど
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
七
年
か
ら
十

一
年
ま
で
に

十
九
件
二
十
人
の
人
命
救
助
の
実

績
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
救
助
活
動

の
綿
子
を
聞
い
て
み
て
、
ラ
イ
フ

セ
l
パ
l
一
人

一
人
の
技
能
や
敏

し
よ
う
性
な
ど
が
人
命
を
救
っ
た

こ
と
、
救
助
活
動
が
時
間
と
の
戦

い
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
セ
1
パ
1
の
み
な
さ
ん

は
、
市
民
に
も
っ
と
海
岸
の
危
険

性
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
救
助
活

動
を
体
験
し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
に

意
欲
を
み
せ
て
い
ま
す
。

救
助
活
動
は
大
変
な
仕
事
で
す
。

職
業
、
学
業
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
海
辺
の
安
全
を
守
っ

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

の
皇
(歓
迎
式
典
)1
高
山
ま
つ
り
見

・
費
用

四
万
六
千
八
百
円

学
1
高
山
市
内
泊

.
定
員

犯

人

(先
着
順
)

マ
日
日
昼
食
ま
で
自
由
行
動
i
鹿

・
申
し
込
み
先

神

奈
川
中
央
交
通

教
場
(丸
子
町
)
消

ト
ラ
ベ
ル
セ
ン
タ
ー
(宮
2
1
8
8
6

マ
同
日
小
諸
(懐
古
困
・
寅
さ
ん

6
)

会
館

)
i桃
源
郷
1
午
後
6
時
品
分
お
問
い
合
わ
せ
は
、
交
流
親
善
課

平
塚
若

(宮
お
1
2
5
2
0)
へ
。

館
ク
グ

B

F

'

F

F

・-t!
・
'

桁
一
お
っ
一
3
4
u
z
v
E国
民
主
タ
ヨ

雪
y
h
J
-
っ
そ
を
=
凋
王

E
4

柴
術
館
で
開
催
す
る
ワ
1
ク
シ
ヨ

ツ
プ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
に

希
望
コ

l
ス
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
美
術
館
。T

町一-

m阿
八
幡
1
1
3
1
3
・
宮
お
|
2

1
1
1)
へ
。

実
触
れ
る
こ
と
で
つ
く
ら
れ
る

「ひ
と
の
か
た
ち
」
や
「
ひ
と
が

た
」
を
制
作
の
素
材
や
テ
1
マ
に
し

て
、
手
が
触
れ
る
感
覚
を
通
し
た
立

体
造
形
を
制
作
し
ま
す
。

マ
日
時

3
月
4
日
(
土
)
・
5
日

(日
)
・
四
日
(
土
)、
午
前
叩
時
初
分
i

午
後
4
時
却
分

マ
講
師

加
藤
隆
明
さ
ん
(美
術
家
/

大
阪
芸
術
大
学
講
師
)

マ
定
員

初

人

(抽
選
)

マ
材
料
費

二
千
円
程
度

マ
締
め
切
り

2
月
四
日
(土
)

女
フ
ァ
イ
ブ
セ
ン
ス

か
ら
だ
の
五
感
に
よ
る
表
現
方
法

を
探
求
し
、
自
分
自
身
と
外
界
と
の

暁
界
を
感
じ
る

「体
験
装
位
」
に
入

っ
て
み
ま
す
。
ま
た
、
布
や
フ
ァ
イ

バ
ー
(
天
然
繊
維
や
合
成
繊
維
)
を
使

っ
た
作
品
を
制
作
し
ま
す
。

を
訪
れ
た
り
し
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
子

ど
も
に
戻
っ
て
、
容
の
平
塚
を
楽
し

み
な
が
ら
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時

3
月
包
日
(
水
)
、
午
前
9

時
集
合
、
午
後
4
時
解
散

c; 

マ
コ
l
ス
市
役
所
1
湘
市
平
1
博

物
館
(特
別
展

「阜
の
位
置
・品
の
住

所
」
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
見
学
)j
競
輪

場
i
新
港
建
設
現
場
1
市
役
所

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

マ
定
員
印
人
(先
許
順
)

マ
持
ち
物

昼
食
、
雨
具
、
野
外
を

歩
け
る
服
装

・
靴

お
申
し
込
み
は
、

広
報
広
聴
課
(E

n
|
8
7
6
1
)
へ
。

マ
日
時

3
月
四
日
(円
)
・
羽
目

(土
)
・
初
日
(日
)、
午
前
叩
時
却
分
1

午
後
4
時
却
分

マ
講
師

民
田
岳
彦
さ
ん
(
造
形
家
)

マ
定
員
加
入
(
抽
選
)

マ
材
料
費

二
千
円
程
度

マ
締
め
切
り

3
月
4
日
(
土
)

で
す

新
し
い
時
代
の
ニ
l
ズ
に
あ
っ
た

経
営
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
程

・
内
容

・
2
月
四
日
(
金
)
「
デ
ピ
ッ
ト
カ
l
ド

の
仕
組
み
に
つ
い
て
」

-
2
月
お
日
(金
)「
ま
ち
づ
く
り
は
リ

サ
イ
ク
ル
か
ら
」

-
3
月
刊
口
(金)「
商
業
者
の
た
め

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
法
」

マ
時
間

午
後
1
時
却
分
1
3時
ぬ
分

マ
会
場

ひ

ら

つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

(M
Nピ
ル
日
階
)

マ
定
員
各
回

ω人
(
先
治
順
)

お
申
し
込
み
は
、
商
業
観
光
課
(宮

お
|
8
1
0
エ
へ
。

平成11年度は青少年健全育成の年

信元ぶラ 33CJGφ包包 ;;ふ~@ちかる
地域の力で学校づくり

組繭ペルマーレ翻隠ギ謀議遅場
J2開幕。競技場をライトグリーンに染めよう

勤勉側 一一 一 21世紀を担う、 心 鐙かな子どもたちの成長を

願い、市内の小 ・中学校では、地域の特色を生

かした体験の場、学習の場を地域のみなさんと

一緒に、さらに充実させていきます。

『うちの父さん、見直しちゃったJr近所のお

ばちゃん、とっても親切に教えてくれたよ』。 そ

んな芦が聞こえるような中学生が職場を訪れる

「職場体験学狩」ゃ大人と一緒に学ぶ「ふれあい

教室」など、子どもも楽しい、大人もうれしい、

学校づくりをめざします。

教育研究所 (n33ー2121)

夜、大地震が起きたときに、近くに懐中電灯はありますか。家具

が転倒し、ガラスの破片が敵乱する暗やみの中を逃げるのは、大変

困難です。逃げ遅れないために、寝室や家族が集まる部屋には懐中

電灯を用意しておきましょう。

聞

我が家の防災対策を確認く連載@ >

各部屋!こ懐中電灯をおこう
。問い合わせ先防災課 (内線2357)



回

です

青少年相談室
(市民センター2階)

234-7311 
<>青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日10時~17時
みみで修やみ与し

く〉ヤングテレホンn33-7830

(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時)~18時30分

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
<>来所 毎週月~金曜日10時
~17時

く〉電話 毎週月~土曜日9時

~17時(第2 ・ 4土曜日を除く)

子育て支援センター
(須賀保育園2階)

2. FAX21-7639 
0子育ての相談・情報提供

毎週月~金曜日 9時30分~

16時(第3月曜日午後除く)

フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
た
持
械
と
「
一一
十
一

世
紀
を
担
う
青
少
年
の
た
め

に

今
何
を
す
べ
き
か」

に
つ

い
て
、
考
え、

話
し
合
っ
て
参
り
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、

幼
児
期
の
子
育
て
や
背
少
年
を
は
ぐ
く
む
こ
と

の
大
切
さ
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
育
ち
、
そ
れ
を
支
え

る
「
お
と
な
の
役
割
」「
地
域
の
ち
か
ら
」
の
必
要
性

を
碓
認
し
ま
し
た
。

か
つ
て
の
地
域
社
会
は
、
今
以
上
に
、
こ
ま
や
か
な

人
情
、
温
か
な
思
い
や
り
、
支
え
合
う
心
の
ふ
れ
あ
い

を
持
ち
、
子
ど
も
た
ち
を
厳
し
く
も
優
し
く
は
ぐ
く
ん

で
き
ま
し
た
。
大
人
は
、
臼
ら
の
行
動
を
も
っ
て
、
人

抄
事
ヤ
得

と
し
て
の
進
む
べ
き
追
を
示
し
、

rrど
も
は
、
卸
く
臨

で
そ
れ
を
凡
つ
め
、
失
敗
や
附
離
を
乗
り
越
え
な
が
ら

育
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
る

「ふ
る
さ
と
」
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

青
少
年
の
危
機
が
一一s

日
わ
れ
る
今
こ
そ
、
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
得
た
こ
と
を
悲
に
、
参
加
さ
れ
た

一
人
一
人

(
全
文
)

平成12年2月15日

が
、
大
人
と
し
て
、

地
域
の

一
日
と
し
て
、
自
分
に
で

さ
る
こ
と、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
、

行
動
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
の
親
が
そ
う
し
て

き
た
よ
う
に
、
子
ど
も
を
信
じ
、
子
ど
も
た
ち
の
声
を

聴
き
、
様
々
な
行
動
を
「
心
の
サ
イ
ン
」
と
し
て
受
け

と
め
、
兵
の
大
人
の
恥
討
を
示
そ
、つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
子
ど
も

一
人

一
人
が
、

地
域
の
人
々
に
見
守
ら

れ
、
自
ら
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
、
「
ふ
る
さ
と
」

と
し
て
愛
着
を
持
て
る

「ま
ち
づ
く
り
」
を
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
進
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

'干〈

水
而
に
務
ち
る
ひ
と
粒
の
小
さ
な
雫
が
、
波
紋
と
な

っ
て
広
が
る
よ
う
に
、
官
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
見

守
る
温
か
な
ま
な
ざ
し
ゃ
、
背
少
年
自
ら
が
育
つ
ま
ち

づ
く
り
の
輪
が
、
た
だ
今
こ
の
会
場
か
ら
、
各
地
域
へ

と、

さ
ら
に
平
塚
市
会
体
へ
と
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

願
って、

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
致

し
ま
す
。

平

成
日
年
日
月
凶
日

療育相談室
(豊田分庁舎)

8. FAX32 -2738 
<>子どもの発達・発育の相談

・毎週月目水・金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

<>電話 毎週月~金曜日10時

~1 6時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~10時30分

3月9日(木)10時~

健康相談
(保健センター)

n34-0311 

。婦人

15時

電話23・1111・35・11 1 1 

歪平坂駅

833-2333 
0専門(法律、金融、住宅、保健

医療・要予約)3月9日(木)

13時30分~15時30分

。生活支媛 毎週月~金曜日

8時30分~17時

く〉ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分~17時

く〉母子 毎週月~金曜日9時~

16時

く〉家庭児童 毎週月~金曜日

9時~16時

く〉健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時30分~16筒

次
代
を
担

う
青
少
年
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
今
伺
を
す
べ
き
只
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。

二

年
生
五
行
二
十
三
人
が
対
象
。
①
大

A'ま
ち
"つ
く
り
市
民
の
つ
ど
い

人
②
家
族
③
自
分
④
友
達
⑤
地
域
に
つ

か
。

市
で
は
今
年
度
を

「
青
少
年
健
全

育
成

の
年
」
と
位
置

づ

花
水
地
区

(九
月
三
日
・
花
水
公
民
い
て
質
問
。
回
収
率
九
六

・
七

%
。

け
、
大
人
と
し
て
、
地
域
と
し
て
伺
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
百

館
)
と
田
村
地
区

(九
月
十
六
日

・
神

0

0

し
合
う
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
回
公
民
館
)
の
ニ
か
所
で
開
催
。
両
会
科
純
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
娘
、
ま

フ
ォ
ー
ラ
ム
、

青
少
年
議
会
を
中
山
に
紹

介

し

ま

す

。

坊

と

も

行

人

を

越

え

る

市

民
の
ほ
か
、
市
ち
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
の

「あ
ら
ま

の
理
事
私
自
な
ど
が
出
席
。
み
ん
な
で
取
し
」、
住
民
実
態
調
査
結
川
市
報
血
門
性
は
、

今

年

度

を

振

り

返

る

り
組
む
地
域
の
子
育
て
に
つ

い
て
話
し
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
帝
役
所
三
階
)
で

・
切
青
少
年
健
全
育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム

合
っ
た
。

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
青
少
年
健
全
育
成

十

一
月
十
三
日

・
十
四
円
、
中
央
公

.
住
民
実
態
調

査

フ

ォ
ー
ラ
ム
と
児
童

・
生
徒
の
実
態
調

民
館
で
開
催
。
講
演
会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

二
十
歳
以
上
の
市
民
約
三
千
人
が
対
査
の
結
果
報
告
件
は
現
名
作
成
中
で
す
。

ス
カ
ッ
シ
ヨ
ン
、
功
労
者
や
科
極
コ
ン
象
。
①
峠
近
の
子
ど
も
@

室

内

で

の

市

で

は

「背
少
年
他
会
育
成
の
年
」
に

ク
l
ル
入
白
老
の
表
彰
、
汗
少
年
の
市
子
育
て
①
地
域
の
チ
ど
も
と
の
か
か
わ
寄
せ
ら
れ
た
糠
ム
ベ
な
怒
川
川
を
、
今
後
の

動
報
告
な
ど
を
実
施
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
灼
②
地
域
教
育
カ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
取
り
組
み
ゃ
地
域
活
動
へ
の
文
披
に
反

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
採
択
。

会
⑤
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
質
映
し
、
青
少
年
が
白
ら
は
ぐ
く
み
育
つ

.
各
種
コ
ン
ク
ー
ル

問
。
回
収
率
四
七

・
一
%
。

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「少
年
の
主
張
作
文
」
「
汗
少
年
健
全

・
児
童

・
生
徒
の
実
態
調
査

O
問
い
合
わ
せ
先
教
育
総
務
課

(内

育
成
の
提
案
作
文
」

「あ
か
る
い
家
庭
写
小
学
五
年
生
八
百
九
十
六
人
、
中
学

線
3
5
1
5)

福祉会館

館
央
民

中
公錦口

側
、子

ど
も
叙
育

園

一

相
駁
セ
ン
タ
ー
ト

民
ン

市
セ

平塚市役所

い
じ
め
や
不
登
校
、
非
行
の
低
年
齢

化
や
粗
暴
化
な
ど
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
人
間
関

係
の
希
薄
化
や
社
会
性
の
低
下
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
、
今
ま
で
以
上
に
家
庭
や
地

域
で
の
背
少
年
の
他
全
育
成
が
必
妥
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

U
R
 

汗
少
年
が
泣
か
な
心
を
持
ち
、

「生
き

る
力
」
を
は
ぐ
く
め
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ
き

か
。「
青
少
年
健
全
育
成
の
年
」
を
過
し

て
訴
し
合
わ
れ
た
成
果
は

「
フ
ォ
ー
ラ

ム
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
(
石
下
参
照
)

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

自
分
に
で
さ
る
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
。「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

は
、
新
た
な
参
加
意
識
の
も
と
、
家
庭

・

地
域

・
学
校
が
連
携
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
考
え
、
行
動
し
て
い
こ
う

と
、
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

市
民
が
力
を
合
わ
せ
た
刊
少
年
健
全

育
成
の
取
り
組
み
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か

ら
が
正
念
場
で
す
。

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

221-8779 
。来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

。手話案内 毎週金曜日9跨

~12時30分

く〉建築設計・耐震・バリアフリー

3月13日(月) 13時~16時

。高年齢者職業 2月15日

(火)、 17日(木)、 3月2日

(木)、 7 日(火)9時~12時

く〉許認可各種届出 2月22日

(火)13時~16時

く〉一般市民 毎週月~金曜日

9時~16時

市民相談室
(市役所 l階)

823-1111内線2293
0人権 2月15日(火)、3月7

日(火)13時~16時

く〉行政 2月15日(火)、 3月

21日(火)13時~16時

く〉一般法律(予約制) 2月16

日(水)、 23日(水)、 24日(木)、

3月1日(水)、 8日(水)

。登記・供託・測量 3月10日

(金)13時~16時

く〉住宅新改築 2月15日(火)、

3 月21 日(火)13時~16時

く〉発明・考案・特許 3月6日

(月 )10時~15時

く〉労働 3月9日(木)13時~

16時

<>下請け取り引き 2月17日

(木)、 3月16日(木)13時30

分~16時

。年金・社会保険・労災

14日(火)10時~15時

。消費生活 毎週金曜日9時

~16時

3月

iの声に耳を傾けよう」。青少年が

r芯課題を掘り起こし、その思い

フこえる 「胃少年議会Jを、 10月

E塚市では初の試みです。

に小学5年生から高校3年生まで

三質問は、いじめを克服していっ

こり、アンケートを基に慧見を発

事力も十分。答弁に立った市の幹

E披露するなど、普段の議場とは

となりました。

月4日に開催する青少年議会 ・地

;議会の「子どもによる活動報告J

:を発表する予定です。

に耳を傾けよう

害成のξ¥

青少年議会聞く~

あ
な
た
の
「
声
」
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

み
ん
な
で
つ
く
る
平
塚



/ 言 少年個

考えよう

fおとなの役割Z
I地域のちからl

断
し
、
行
動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解

決
す
る
能
力
。
自
ら
を
律
し
つ
つ
、
他

人
と
協
捌
し
、
他
人
を
思
い
や
る
心
や

感
動
す
る
心
な
ど
止
か
な
人
間
性
と
た

く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力

青少年健全育成の提案限
コンクールで最優秀賞を
受賞した

震藤美代子さん

青少年じ

「
つ
ど
い
」
で
は
、

P
T

A
だ
け
で
な
く
地
域
の
人

々
も
参
加
し
た
校
内

・
外

活
動
や
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
青
少
年
健
全
育
成
の
事

例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
な
ど
を
通
し
て
、

地
域
の
力
の
大
切
さ
も
硲
認
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
「

一
発
花
火
」
で
終
わ
ら

せ
な
い
こ
と
、
そ
し
て

「背
少
年
」
以
外
の
分
野
に
も

輪
を
以
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
同

の
テ
1
マ
の

「み
ん
な
で
考
え
み
ん
な
で
取
り
組
む

地
域
の
子
育
て
」
の

「地
域
の
子
育
て
」
を
「
お
年
寄

り
の
介
説
」
や

「公
図
づ
く
り
」
な
ど
に
泣
き
換
え
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
田
村
地
区
で
は
、
す
で
に

そ
う
い
っ
た
動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「向
分
さ
え
よ
け
れ
ば
」
と
み
ん
な
が
考
え
て
い
て

は
、
砲
も
り
の
あ
る
、
明
る
い
、
住
み
よ
い
地
域
な
ん

で
で
き
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
、
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
で
か
か
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
。
抗日少
年
の

健
全
育
成
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

地
域

田村i極 まちづく

つどいで総合司会を務めた
神田公開腹

八回静明さん ~平塚I

「大こ人がもっd

自分たちを取り宅

や願いに行政関全

31日に開催しまL

「議員jとたj:-

の31人。広範囲|

た苦しい体験を幸

表したりする芯d

部も、自らの i{:

遭った雰囲気の

「鵠貝Jの代王

域教育力ネット亡

の中で、青少年笥

frど
も
た
ち
の

「問
題

行
動
」
は
、
今
の
大
入
社

会
へ
の
警
告
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
は
今
回
の
提
案
作
さ
を
、
で
き
る
だ

け
共
体
的
に
件
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
家
庭
で
あ
れ
、
ど

こ
で
あ
れ
、
実
際
の
行
動
に
移
さ
れ
な
け
れ
ば
何
も
変
わ

ら
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

家
庭
は
、
子
ど
も
に
と

っ
て
初
め
て
の

「社
会
」
で

す
。
う
れ
し
い
と
か
、
悲
し
い
と
か
の
感
情
を
伝
え
あ
う

こ
と
で
、
信
頼
感
や
思
い
や
り
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
様
々
な
体
験
や
山
会
い
の
機
会
を
共
有
す
る
こ
と

で、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
や
社
会
の
ル
l
ル
を
学
ぶ
の
だ

と
思
い
ま
す
。

モ
ノ
や
情
報
は
、
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
が
、
愛
情
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
に
生
き
て
い
る
実
感
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

子
育
て
に
は
手
間
ひ
ま
が
か
か
り
ま
す
。
大
変
だ
と
感

じ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
う
や
っ
て
却
も

周
り
の
大
人
も
育
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

家

庭

'99青少年健全育成フォー
ラムで実行委員を務めた
大馴惇樹鍍

小室修二さん

行
少
年
他
会
育
成
は
、

こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
取
り
組
み
続
け

な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
で
す
。
そ
の
大
切
さ
は
、
今

も北
H
も
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
近
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
、
「
人
と
人
と
の
か

か
わ
り
が
、、

2
aく
で
き
な
い
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、

一
人

一
人
の
個
性
や
価
値
観
が
あ
り
ま

す
し
、
環
境
も
追
い
ま
す
か
ら
、
現
場
で
の
対
応
は
単

純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
道
に
し
っ
か
り
対
話
を
続
け

て
い
く
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
袈
化
し
て

い
ま
す
。
三
十
年
後
、
五
十
年
後
に
社
会
の
中
心
と

な
る
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
っ
て
い
く
に
は
、
長
期
的

な
視
野
が
欠
か
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
」
を
今
後
と
も
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
学
校
は
自

ら
の
役
初
を
し
っ
か
り
来
た
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

学

校

. ，. 

.一a. .. .~. 

-・... . .:-・. . ，"， >・
"'， 

. 許.. 
"吟弓 .

・._ :'.... .、
.一.-"" 、ー・ 0
"' .'，1 ・..~.\ '.' r.， ..... . . ・..' ... ... 

1 ム
ー Jピ ー.+ • . 
ぜ・:. 
・'.. ~ 

:.， .: . ._._ 
;o.. •• ~.;: ••• 

'.' '. ". "・~.::，・、d‘
一..f ・a・ ι 切に

・・.' てι....
"・、己舟... .. • .• 

e 河. . 
ダぜ

'.'‘ ・.・
< ・，、.今.可、. 
'‘ . ・にU句、、 .
一'.・6.・
'"' 
" ，" 

.:~ 
・， ・4・F‘.可

.~. 

.‘久.・.ω ぜ.
.ー-"・J “ .正 一'".' '. './ .. 

♂ 
'" 

1白~'.'-，" ・."， . .・
目 ，"
，・P

、1・イ，
、 句.・
・、‘・、・

~:~" .、丸、
・.....叫...... . 

ι町...... .. . ， . ・ .- ・
'.~:~' 

，'_，-' '.、..... 一J
・・「.. .，..... .. 

.... ....・
，" ， 

'・白・'.'.._...... 
・._ _. .ι 一.

ーぜーが

，・.'‘‘，'， 「‘J‘ }可. 
‘町!♂，今 句，ιP九一.迎，弘.一

.. "叱U ......屯、. . 
一U 旨L一.，....

4匂....&... ぜ.“....九.... ヲー.
0 ・
.一一・・.~ .. _... .. 

H '・、......-.. ; ..• ・.九、、.....
"，・ J.•. .. 、.......... 

t‘'" 6 ・"'， 

-・・.ん h
..... 可玖 . 

一..弘、。.，.:，.，'_，，' ・7・
p ・"
・'".....、・...... 

':.:.:~ 一，弘弘
J 巴♂P 一一.. . 匂0γ 

匂匂寸.:>.，，:匂‘¥、.山. 
ー，.. +， 

a一日一、
F‘.... 
・ι...，.... .. .. _..... .• 
t♂'，，'， ・ 3ゑ..-....-.. 
'..<‘ .. ....•.. ... 

・，，--.... ・.九九グー・ー・.
d・.・、

よ〆 唱え . . . ー，，_.
d、.....• 、.... 
ぜ円 九

・""・.' . 、"， "、3-.，'.-，' 
d・.・4......._ .. 
.‘'" 
1 ・ー段、，'-.'•.... ・........ .. .....弘"
"， ，' 0 

"ベ'.... ~ 
・. . '_._'._ ，.....一、、
・・ ・山川

':.:.:' .....-'... 正、一%、，....・-
，.~.~ ..... ， 
，'._'， ...... ...... _.， ，.， .... 
・-・.

ザ ム・'.... 
'.'・".'，:匂.........
玖一.
一リ‘点、白ι>，ι.、一院".' '. " ;~'"・‘，::.'・
、・'.'、

第665号 (1日・ 15日発行)

今
年
四
月
に
市
内
の
小
学
校
へ
入
学

す
る
新

一
年
生
は
、
お
よ
そ
二
千
四
百

人
。
入
学
に
あ
た
り
考
え
て
お
い
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

-
夕
食
は
家
族
そ
ろ
っ
て
・
:
家
族
そ
ろ

っ
て
の
夕
食
な
ど
、
だ
ん
ら
ん
の
場
を
持

ち
、
様
々
な
こ
と
を
家
族

一
緒
に
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

-
友
達
っ
て
い
い
な
:
・
子
ど
も
の
生
活

は
衣
述
が
い
る
こ
と
で
よ
り
楽
し
く
な
り

ま
す
。
友
達
づ
き
あ
い
の
楽
し
さ
を
家

族
か
ら
も
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う

-
主
体
性
を
伸
ば
そ
う
・
:
例
え
ば
、
け

ん
か
を
し
た
と
き
「
あ
や
ま
り
な
さ
い
」

と
言
、
つ
よ
り
も

「ど
う
し
て
け
ん
か
を
し

広報ひ5っか回

見
つ
け

「ち
ょ

っ
と
い
い
と
こ
ろ
」
を
ほ

め
る
よ
、
?
心
が
け
ま
し
ょ
う

た
の
」
と
、
自
ら
考
え
、
判
断
さ
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

A'先
回
り
せ
す
に
・・・
1
J
ど
も
の
言
撲
や
行

動
を
待
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
円
分
の
す

ば
ら
し
さ
を
発
見
で
き
る
よ
う
、
じ
っ
く

入
学
通
知
書
の
確
認
を

四
月
か
ら
新
た
に
小
・
中
学
生
に
な

山
て
く
だ
さ
い

義
務
教
育
費
を
援
助

小
・
中
学
生
の
い
る
家
雌
で
義
務
教

育
費
の
支
払
い
に
お
困
り
の
方
(
市
民

税
非
課
税
世
情
な
ど
)
に
、
そ
の

一
部

を
援
助
し
て
い
ま
す
。
援
助
の
対
象
と

な
る
の
は
、
学
用
品
、
通
学
用
品
、
迫

足
や
修
学
旅
行
の
参
加
費
、
給
食
費
な

ど
で
す
。

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
学

務
課

(内
線
3
5
3
2
)
へ
。

※
現
在
、
援
助
を
受
け
て
い
る
方
も
、
四

月
か
ら
引
き
続
き
援
助
を
希
望
す
る
場

合
は
手
続
き
が
必
要
で
す

も
う
す
ぐ
?
年
生

入
学
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

り
凡
守
り
、
子
ど
も
が
考
え
ら
れ
る
よ
う

な
助
言
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

av
「ち
ょ
っ
と
い
い
と
こ
ろ
」
を
ほ
め
よ

う・
:
子
ど
も
は
兄
弟

・
姉
妹
と
の
比
較

を
嫌
が
り
ま
す
。
そ
の
子
な
り
の
良
さ
を

る
お
子
さ
ん
の
家
膳
に
三
月
下
旬
に
入

学
通
知
牲
を
郵
送
し
ま
し
た
。
ま
だ
通

知
性
が
届
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
記
載

に
誤
り
が
あ
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
学
務

課

(立
原
分
庁
舎
1
号
館
1
階
・
内
線

n
i
昭
和
臼
年
4
月
1
白
生
ま
れ

※
外
国
籍
で
市
内
の
小

・
中
学
校
に
入

学
を
希
望
す
る
方
や
、
同
立
・
私
立
の

学
校
に
入
学
を
希
望
す
る
方
(
学
校
の

承
諾
書
を
持
参
)
は
、
学
務
課
へ
届
け
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A

・A. A. A. A. -A' A' a' a' -A' 
※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

障
害
が
あ
る
人
の
就
労

陣
症
が
あ
る
人
の
就
労
の
坊
は
、
地
域
作
業

所
へ
の
入
所
が
中
心
で
す
。

就
労
の
条
件
と
し
て
は
、
健
康

(休
ま
ず
出

勤
で
き
る
)、
棋
気

(単
調
な
作
業
で
も
飽
き

ず
に
こ
つ
こ
つ
取
り
組
め
る
)
、
身
辺
自
立

〈
自
分
で
自
分
の
こ
と
が
で
き
る
〉、
誠
実
さ
や

協
調
性

(人
間
関
係
や
信
頼
性
〉
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
特
別
な
能
力
と
し
て

「生
き
る

力
」
(
凶
聞
記
事
参
照
)
が
身
に
つ
い
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
も
条
件
の

一
つ
で
す
。
こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
小

・
中
学
校
の
障
符
児
学
級
に
お

い
て
、
今
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を

た
ば
こ
は
歯
に
も
悪
い

質
問

。色
内
線
2 
3 
5 0 
5 1 
'-"2 

0 

7' 
0; 
4. 
5 
8， 
9， 

一不
峻
し
て
い
ま
す
。

健
康
や
根
気
強
さ
、
身
初
百
立
は
必
。軒
以
低

限
の
就
労
条
件
で
す
。
そ
の
上
で
、

「生
き
る

β
」
は
学
校
や
家
庭
で
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組

ま
な
く
て
は
い
け
な
い
諜
越
で
す
。

パ
ス
で
の
通
勤
、
ト
イ
レ
な
ど
公
共
施
設
の

利
用
、
口
い
物
な
ど
余
暇
活
動
が
で
き
る
こ
と

は
、
生
活
を
設
か
に
し
た
り
、
ス
ト
レ
ス
を
解

消
し
た
り
、
周
閣
の
人
の
負
担
を
軽
減
し
た
り

し
ま
す
。
保
護
者
の
中
に
は
、
通
常
の
学
級
の

授
業
が
教
育
の
す
べ
て
で
あ
る
か
の
よ
う
に
認

撤
し
て
い
る
向
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
就
労
の
現
場
で
は
、
百
二
十
円
×
三
人
と

い
う
清
算
が
で
き
る
人
材
よ
り
も
、
の
ど
が
乾

い
た
と
き
に
ジ
ュ
ー
ス
を
三
本
口
っ
て
こ
ら
れ

る
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

自
立
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
、
就
学
前
か

ら
の
限
組
で
す
。
先
を
見
て
、
今
す
べ
き
こ
と

が
分
か
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
将
来
は
明
る
く
な

る
で
し
ょ
う

av
子
ど
も
教
育
相
鼓
セ
ン
タ
ー

山
訳
出
世
小
学
校
北
側
宮
(部
)
6
0
1
3

。&A
ぱ
が
出
に
く
く
な
る
た
め
、

口
の
自
浄
作
用
が
低
下
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
た
ば
こ
を
吸

う
こ
と
で
ビ
タ
ミ
ン

C
が
破

壊
さ
れ
、
身
体
肉
体
の
凶
復

力
も
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

歯
の
必
が
其
つ
m
A
と
い
う

人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
た

ば
こ
に
含
ま
れ
る
タ
l
ル
な

ど
に
よ
る
着
色
で
、
こ
の
タ

ー
ル
も
炎
症
を

一
川
強
め
る

原
因
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
た
ば
こ
を

吸
う
こ
と
は
身
体
に
恐
い
ば

か
り
で
な
く
、
円
の
健
康
と

も
関
係
し
て
い
る
の
で
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

時
代
で
す
。
日
の
健
康
か
ら

考
え
て
も
禁
煙
を
お
勧
め
し

ま
す
が
、
ま
ず
は
節
煙
か
ら

始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

-
保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
引
の

)
0
3
1
1

の
手
入
れ
が
ど
の
程
度
で
き

て
い
る
か
な
ど
に
よ
っ
て
も

追
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
は
吸

わ
な
い
人
に
比
べ
る
と
、
歯

刷
病
が
進
行
し
や
す
く
、
治

た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
は
、

歯
に
も
悪
い
影
斡
を
与
え
ま

す
か
。

3
5
3
2)
へ
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

・
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん

マ
新
小
学
校
1
年生・・
・平
成
5
年
4
月
2

日
1
平
成
6
年
4
月
1
日
生
ま
れ

マ
新
中
学
校
1
年
生
・
・
・
昭
和
臼
年
4
月
2

お
答
え

う
え
ま
す
。
日
本
人
が
曲

を
失
、
つ
原
因
の
多
く
は
、
虫

歯
と
歯
周
病
で
す
。
特
に
、

四
十
歳
を
過
ぎ
る
と
九

O
%

の
人
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
歯
周
病
と
た
ば

こ
を
吸
う
刊
慣
が
関
巡
し
て

い
る
こ
と
は
、
意
外
と
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

た
ば
こ
の
影
響
は
、

一
円

の
喫
畑
本
数
や
喫
煙
歴
、
口

り
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
理
由
と
し
て
は
、
次

の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
た
ば
こ
に
合
ま
れ
る

ニ
コ
チ
ン
が
歯
茎
の
内
部
ま

で
入
り
込
み
、
血
液
の
流
れ

を
恐
く
し
て
、
歯
芸
の
抵
抗

力
を
弱
め
ま
す
。
ま
た
、
つ

4月 1白から一般廃棄物処理施設のうち小規模なごみ処理施設

を設置しようとするときには、その周辺地域の生活環境影器の調査結果

が縦覧できるように怒ります。縦覧方法などは、該当する状況が生じたと

きに広報ひらつかなどでお知うせします。

小規模なごみ処理施設の設置前には

「生活環境影響調査書jが見5れます
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